
【大規模災害時の代替ルートの確保】

【道東自動車道における暫定２車線区間の４車線化】

狩勝第2トンネル付近 被災状況

４⾞線区間の復旧イメージ

災害発⽣により、通⾏⽌めを⾏い、
応急復旧作業開始

応急復旧の作業完了により⽚側２⾞線
を使⽤し通⾏を再開させ、本復旧作業を⾏う

⽚側２⾞線の本復旧完了後、
通⾏を切り替え、残りの本復旧を⾏う

道東⾃動⾞道通⾏状況

資料提供︓⼗勝毎⽇新聞社
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【通行止め期間】
道東自動車道

平成28年 8月30日（被災直後）
～平成28年 9月 1日（約２日間）
国道38号狩勝峠

平成28年 8月30日（被災直後）
～平成28年 9月11日（約12日間）
国道274号日勝峠

平成28年 8月30日（被災直後）
～平成29年10月27日（約14ヶ月間）

A-Aʼ断⾯交通量 ※国道は北海道開発局、道東道はNEXCO東⽇本調べ

※通⾏⽌め前︓H27.11.1(⽇)〜11.7(⼟) ※通⾏⽌め解除後︓H29.10.29(⽇)〜11.4(⼟)
※通⾏⽌め期間︓H28.10.30(⽇)〜11.5(⼟)

（台/⽇）

H27 H28 H29

函館方面

小樽港

樽前山

有珠山

毛無峠

倶知安峠

中山峠

美笛峠

稲穂峠

5

37 453

230

36
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229
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36

337

337
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前回の噴⽕から
22年が経過

前回の噴⽕から
41年が経過

1944

1977

2000

33年

23年

????︖︖年 国際基準コンテナの
通⾏⽀障箇所

（トンネル４箇所）

2000年の有珠⼭噴⽕時には、鉄道貨物
輸送は⼀般道を利⽤したトラック代⾏に
よる輸送に変更したため、輸送量が低下
し輸送時間も増加。

事業中区間
倶知安余市道路

災害時交通転換

高 規 格 道 路

計画段階評価を進める
ための調査
蘭越〜倶知安

⿊松内IC〜蘭越
未着⼿区間

根室本線

石勝線

道東自動車道

帯広・広尾自動車道

道東方面

道央方面

根室本線
夕張IC

むかわ穂別IC

占冠IC

十勝清水IC

芽室IC

帯広JCT

音更帯広IC

池田IC

トマムIC

台風１０号被災時
道東道復旧後（H28.9.2～）

台風の影響により、
道央と道東を結ぶ
物流・人流が寸断

早期に復旧した道東自動車道は
唯一の代替ルートとして機能

農水産物が全国へ
輸送可能となり損失回避

令和元年度～ 4車線化事業中
L=35.4km

防災・減災、国土強靱化

平成１２年の有珠山噴火により、北海道縦貫自動車道が約15ヶ月間通行止めになったほか、
ＪＲ室蘭線も不通となるなど、北海道と本州間の人流・物流に重大な影響が出ました。

大規模災害（噴火・地震・津波）に備えて信頼性の高い代替ルートの整備が必要です。

平成２８年８月の台風で、道央と道東を結ぶ国道・鉄道が長
期間に渡り通行止めとなりました。

道東自動車道も被災しましたが、わずか1日で復旧し、物流
や人流を支えました。しかし、暫定２車線区間であるため、事
故処理や緊急工事の際には通行止めになるなど、安定的な交
通の確保が課題となりました。災害時の迅速な復旧のために
も4車線化が必要です。

▼有珠山の噴火周期

Ａ

Ａ’



火山砂防施設や土砂災害対策施設など自然災害に備えた災害防止施設の整備や災
害に強いまちづくりなどの推進

●自然災害に備えた安全性の高い災害防止施設の整備

・火山砂防施設や土砂災害対策施設の整備

【樽前山（苫小牧市）、十勝岳（美瑛町、上富良野町）、北海道駒ヶ岳（森町）、石狩川水系（札幌市など）、

厚真川水系（厚真町）、十勝川水系（帯広市など）、小樽高島１丁目･２丁目１地区（小樽市）、

気門別川（伊達市）、飛生川（白老町）、九号川（新得町）、オチウシナイ川（利尻富士町）など】

・病院、老人ホーム、幼稚園などの要配慮者利用施設を守る土砂災害対策の推進

【茂生１の沢川（石狩市）、芦別本町地区（芦別市）、小樽蘭島１丁目４地区（小樽市）、

長万部高砂１地区（長万部町）、 大林川（洞爺湖町）、遠軽西町２丁目１地区（遠軽町）など】

・高潮・侵食・津波対策などの海岸保全施設の整備

【度杭崎海岸（森町）、海岸町海岸（羅臼町）、大岬海岸（稚内市）、虎杖浜海岸（白老町）、

胆振海岸（白老町）、浜中海岸（浜中町）、野付崎海岸（標津町・別海町）など】

●盛土の安全確保対策など災害に強いまちづくり
・盛土等に伴う災害防止に関する基本方針を早期策定、財政的及び技術的支援 【道内全域】

・大規模災害から人命・財産を守るための住宅や建築物の耐震化の促進
【北留萌消防組合消防署（天塩町）など】

・災害時の避難、防災活動に寄与する公園等の整備 【東光スポーツ公園（旭川市）など】

・浸水被害から都市機能を守るための下水道の整備 【旭川市、帯広市、苫小牧市など】

・市街地における地区レベルの避難路・避難施設等の整備
【早来地区（安平町）、幌内・富里地区（厚真町）、神居地区（旭川市）、港町地区（厚岸町）など】

●水害や大雪などによる被害を軽減する危機管理体制の充実と地域防災力の向上
・大規模氾濫減災協議会の推進 【道内全域】

・洪水時の河川監視の充実 【道内全域】

・大雪に備えた危機管理体制の充実 【道内全域】

・活発化する火山活動に備えた対策の推進 【樽前山、有珠山、北海道駒ヶ岳など】

●建設産業の担い手確保や持続可能な経営への支援
・技術・技能の継承のための関係支援事業の継続及び予算の確保 【道内全域】

・地域が主体となって行う担い手確保・育成の取組を支援する制度の創設 【道内全域】

・地域の経済や雇用などを支える建設産業の経営が持続可能となる安定期な予算の確保【道内全域】

主な要望箇所

どくいさき こじょうはま

あつまがわ

とびうがわ

防災・減災、国土強靱化

きゅうごうがわきもんべつがわ

もい

おしゃまんべたかさご

かむい

【市街地おける地区レベルの
避難路・避難施設等の整備】

不透過砂防型堰堤
（3号砂防堰堤）

富良野川３号砂防堰堤

▼高校生と若手建設産業就業者
との意見交換会

【建設産業の担い手確保や
持続可能な経営への支援】

【火山砂防施設や土砂災害対策施設
の整備】

【住宅や建築物の耐震化の促進】

▼市民会館（函館市）▼十勝岳（上富良野町）

【高潮・侵食・津波対策施設などの
海岸保全施設整備】

▼度杭崎海岸（森町）

【大雪に備えた危機管理体制の充実 】

▼令和４年２月札幌圏を中心とした大雪の対応検証

【シーズン前 連絡調整会議】 ※降雪前に実施
・今冬の除雪計画（路線、地域ルール等）
・連絡体制（通常時、豪雪時）
・各管理者の人員・保有機械
・その他（安全管理、機械貸出の周知等）

＜各道路管理者等の連携強化＞

【中間 連絡調整会議】 ※除排雪期間中
・豪雪時など必要に応じて調整会議開催

【シーズン後 連絡調整会議】 ※融雪後に実施
・道路除排雪結果の報告
・意見交換（次年度の課題、改善点）
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とかちたるまえ こまがたけ

たるまえ こまがたけうす

のつけさき

▼港町地区（厚岸町）

津波高５ｍ～10ｍが想定されるエリアであり、
津波からの避難のため2階建ての避難施設を整備

津波緊急避難施設整備
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インフラメンテナンス

事後保全型から予防保全型のメンテナンスに移行するためは、老朽
化対策予算の確実な確保や、維持管理に活用可能な交付金制度創設な
ど、老朽化対策に係る財政支援の拡充が必要！

■予防保全型インフラメンテナンスへの移行に向けた老朽化対策

北海道では、高度経済成長期に整備された大量の社会資本が、今後一斉に更
新時期を迎える。限られた財源で、効率的・効果的な維持管理を行うために
は、社会資本の機能に支障が生じる前に対策を行う「予防保全」が必要である
が、早期・緊急措置の対象施設が多く、対策コストが膨大であるため、予防保
全への移行が遅れている状況。

注1）管理施設数はR3.3末時点 注2）河川管理施設は、堰、樋門樋管、水門、排水機場を示す

トンネル 河川管理施設 砂防えん堤 護岸
（建設海岸）

下水管路等 道営住宅道路橋

5,729橋 124箇所 5,349基 1,749基 376km 360km 964棟

ダム

17基

20年後には多くの施設で50%を超える ■2022年(R4) ■2042年(R24)

●建設後50年を経過する施設の割合

●予防保全によるトータルコスト縮減

予防保全により
トータルコストを

縮減しても

年間不足額
1.5兆円÷40年
＝375億円/年

※単純平均

※道が管理する施設の維持管理・更新等に係る経費の見込み額（今後40年間の推計）

※外側：全国
内側：北海道 道路メンテナンス年報(令和3年9月)※グラフは地方公共団体を対象

●橋梁の１巡目点検結果と北海道内の健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況

【出典：北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（令和４年3月）】

▼橋梁

▼樋門



◎社会資本の戦略的な維持管理・更新、耐震化
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「北海道インフラ長寿命化計画」に基づく長寿命化の取組など社会資本の老朽化対策
や社会資本や建築物などの耐震化の推進

●社会資本の老朽化対策、長寿命化の取組や既存ストックの有効活用

・公共施設の老朽化、長寿命化の取組や既存社会資本の有効活用

【白老橋（白老町）【直轄代行】、平成大橋（旭川市）、錦岡跨線橋（苫小牧市）、新川（札幌市）、

頓別川（浜頓別町、中頓別町） 、有明ダム（初山別村）、野幌総合運動公園（江別市）、
パンケヌシ川（日高町） 石狩川流域下水道（滝川市ほか）、下水道施設（函館市、小樽市ほか）、

日吉町A団地（函館市）、 北進団地（北見市）、標津海岸（標津町）、山越海岸（八雲町）、
野塚海岸（積丹町）など】

●社会資本や建築物などの耐震化

・道路施設や建築物などの耐震化
【ニセコ大橋（ニセコ町）、ときわ橋（標茶町）、十勝川流域下水道（帯広市ほか）、

下水道施設（苫小牧市）、ホテル旅館等大規模施設など】

●インフラ長寿命化に向けた連携体制の推進
・地方公共団体職員の技術力確保、国や市町村などとの連携強化 【道内全域】

主な要望箇所

インフラメンテナンス

しべつかいがん

とんべつがわ

▼道路（橋梁） ▼道路照明

▼観測施設（河川情報）

右：無線施設
下：危機管理型

水位計

▼下水道ポンプ施設 ▼公営住宅

左：定期点検状況
下：腐食による穴

（路面境界部）

【構造物の劣化状況】
▼河川管理施設（樋門）

頓別川（浜頓別町）

▼砂防堰堤

道道樽前錦岡線
錦岡跨線橋（苫小牧市）

えんてい

その他︓未普及解消、合流改善（汚⽔、⾬⽔）、新設増設、浸⽔対策など

クラックの発生

▼海岸保全施設

【下水道施設の老朽化】

既に15年以上が経過している処理場施設
が約9割となっており、機械設備等の更新
が急務。

▼改築更新の予算推移 ▼処理場施設（機械設備等）

耐用年数15年以上経過施設数

▼管渠

耐用年数50年以上経過施設数

20年後には50年以上を経過する管渠が
約5割となるため、⻑寿命化の確実な実
施が必要。

0

50

100

150

200

２０２０末 ２０３０末

２０２箇所

１８０箇所

８９％ １００％

２０２箇所

15年以上 15年未満

パンケヌシ川（日高町）

道営住宅（苫小牧市）野塚海岸（積丹町）

石狩川流域下水道
奈井江浄化センター（奈井江町）

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

２０２０末 ２０４０末

32,600 km

18,400 ｋｍ

５６％
1,900 ｋｍ

６％

50年以上 50年未満

⽼朽化に伴う改築更新の必要額は下⽔道予算
の約3割から約8割に上昇し、合流改善などの
事業の予算を圧迫している。

中の川（小樽市）

道道早来千歳線（千歳市）
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インフラメンテナンス

【インフラ長寿命化に向けた連携体制の推進】

▼職員の技術力確保

機能診断研修

新任技術職員研修

橋梁点検に関する講習会

▼市町村等への支援

北海道道路メンテナンス会議

市民団体による道路植栽

北海道インフラツアー 高校生を対象とした現場見学会

高校生を対象としたICT体験講習会

ドローン操縦体験

インターンシップ

月形幌向線（昭栄橋）現場説明
平成30年8月21日（学生：10名）

▼担い手の育成・確保に向けた発注者としての取組

美唄ダム・徳富ダム見学
令和元年8月24日（参加者：29名）

道路パネル展

▼利用者の理解と協働の推進




